
県民参加型生物モニタリング調査

「生命のにぎわい調査団」の取組と課題

千葉県環境生活部自然保護課生物多様性センター 加賀山翔一

いのち
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千葉県

チーバくん



等の生物多様性の変化を把握する仕組みとして2008年7月に発足

⚫ 身近な生物の分布やその経年変化

⚫ 外来種の分布拡大

⚫ 地球温暖化による生物への影響
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生命のにぎわい調査団とは

県民からなる調査団員に、千葉県内に生息する野生生物の

発見情報を報告してもらう調査モニター制度

目的

団員数

1,837名



１. 発見情報の募集 ２. 生命のにぎわい通信の発行

３. 現地研修会の実施 ４. 調査フォーラムの開催

4

随時 年４回

年1回年2回

主な事業内容
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生き物報告とは

発見報告の報告件数：149,828件（令和６年８月末現在）

発見報告 季節報告

対象種：全57種（在来種と外来種）

＊対象種以外の投稿も随時募集中

見つけたら報告してもらうもの その年、最初に気づいたときに報告して
もらうもの

飛来 産卵

初鳴き 開花

＊写真は全て生命のにぎわい調査団員提供

ニホンイタチ

タマムシ

ミヤコドリ

ミナミメダカ

ツバメ アカガエル類

ミンミンゼミ ヒガンバナ
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生き物報告とは

発見報告 季節報告

対象種：全57種（在来種と外来種）

＊対象種以外の投稿も随時募集中

見つけたら報告してもらうもの その年、最初に気づいたときに報告して
もらうもの

飛来 産卵

初鳴き 開花

発見報告の報告件数：149,828件（令和６年８月末現在） ＊写真は全て生命のにぎわい調査団員提供

ニホンイタチ

タマムシ

ミヤコドリ

ミナミメダカ ミンミンゼミ ヒガンバナ

ツバメ アカガエル類
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投稿フォーム

調査対象の生き物

➢ 各自で同定後に投稿

➢ 同定方法を示したマニュア

ルを配布（写真添付の必要なし）

調査対象外の生き物

➢ 各自で同定後に投稿

➢ 写真を添付してもらう
（同定のあやしい投稿はセンター職員や博物館学芸員

で確認している）
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活用例１：調査対象生物の分布図作成

©生命のにぎわい調査団員
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分布情報を３次メッシュ単位で整理・地図化（一部）

＊誤同定を含む恐れ（県北部）
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分布情報を３次メッシュ単位で整理・地図化（一部）

県内の広範囲に分布する 県内の広範囲へと分布拡大中

在来種 外来種
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活用例２：調査困難種の分布情報の収集

©生命のにぎわい調査団員
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シロマダラ

（千葉県レッドリスト：ランクB）

ハイイロフサヤスデ

（千葉県レッドリスト：ランクA）

実際に生息していても見落としやすい生き物

➢ ケヤキなどの樹皮下に生息
➢ 体長は2.5 mmほど
⇒ 見つけにくい

➢ 夜行性
➢ 普段は隠れている
⇒ 見つけにくい

分布情報が不足する絶滅危惧種

＊写真は全て生命のにぎわい調査団員提供

当初はハイイロチビケフサヤスデと呼ばれていた
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千葉県レッドデータブック
2011年改訂版

生命のにぎわい調査団
（2008-2024年のデータを抽出）

（千葉県, 2011）

にぎわい調査団に
より発見された

専門家・現地調査・文献のデータ

＊県民からの情報提供を含む

未発見地域からの、新たな分布の収集に活用できそう

専門家による調査と類似し
た分布図が、県民からの報
告でも作成できた

シロマダラの分布

銚子市

千葉市若葉区
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活用例３：新たな外来種の早期発見

©生命のにぎわい調査団員
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添付写真を確認

生き物報告の確認作業

管理画面にログインし、管理者が発見場所と写真を確認する
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違和感のあるベニイトトンボの写真

オス

メス
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リュウキュウベニイトトンボ

Ceriagrion auranticum

（在来種, ただし千葉県では国内外来種）

ベニイトトンボ

Ceriagrion nipponicum

（在来種）

千葉県では未確認だったリュウキュウベニイトトンボを確認

オス

メス

オスの目の色が異なる

在来種と酷似した近縁外来種の侵入を確認

オス

メス
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発見場所

発見場所と今後の対処方針の提案

発生場所（推定）

⚫ 周囲に水辺の無い民家

⚫ 発生源は水槽と推定

⚫ 水草を購入した年から発生確認

侵入経路（推定）

⚫ 水草に付着した卵・ヤゴから羽化

した可能性

対処方針

➢ ヤゴ・成体を取り除く

➢ ネットを張り、羽化個体の流出を防止

大島（2021）生物多様性ちばニュースレター
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活用例４：調査対象生物の生育適地の予測



目視で発見しやすく、多数の情報が容易に集まる

集約した分布情報を生育適地予測に活用し、侵入域等の把握が可能になる
21

千葉県内で分布拡大中の外来植物

オオキンケイギク

➢ 北アメリカ原産

➢ 特定外来生物

➢ 河川敷や道路沿いを中心に拡大中

➢ 在来植物への影響が懸念される

自然環境研究センター（2019）最新日本の外来生物

対象種にする

メリット
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オオキンケイギクの侵入状況と生育適地の予測

今後、未確認地域を含めた県内全域に分布拡大する恐れがある

加賀山・小賀野（2023） 千葉県生物多様性センター研究報告

生育適地分布（調査結果）

種分布モデルを用いた解析
（MaxEnt）

予
測

広域に侵入済み

説明変数（8変数）

➢ 県内広域に生育適地が広がる

➢ 平地に加え、丘陵地にも広く生育

適地が存在する

＊灰色以外のメッシュが生育適地

＋

建物用地面積 傾斜角

農用地面積 地形的湿潤指数

他４変数
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今後の課題

課題２：発見報告の偏り課題１：調査団員の偏り

調査団員は都市部に集中する

⇒ 団員の少ない地域からは、
報告されにくい状況

団員による報告（●）の無い地域からも、
多くの分布（●）が確認された

⇒ 県全域を網羅できない

オオキンケイギクの分布

加賀山・小賀野（2023） 千葉県生物多様性センター研究報告
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今後の課題

対処方針

普及啓発による団員の少ない地域の解消

対処方針

団員数増加に加え、空白地帯（●が無い地域）

における追加調査の促進

課題２：発見報告の偏り課題１：調査団員の偏り

オオキンケイギクの分布

加賀山・小賀野（2023） 千葉県生物多様性センター研究報告
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ご清聴ありがとうございました

団員募集中！

©生命のにぎわい調査団員

謝辞

生命のにぎわい調査団員各位、

業務に携わった前任者の方々、

千葉県に生息する野生生物たち
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調査対象生物

＊生命のにぎわい調査団（調査マニュアル）では、
現在、千葉県で見られるイノシシ集団を外来種として扱っている
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アカボシゴマダラ

団員C

団員D

団員B

団員A

分布情報の集約

各団員が報告した分布を整理し、地図化
することで、在来種の生息状況や外来種
の侵入状況を大まかに把握できる
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オオキンケイギクの生育適地の予測結果

加賀山・小賀野（2023） 千葉県生物多様性センター研究報告
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オオキンケイギクの生育適地の予測結果
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オオキンケイギクの生育適地の予測結果
加賀山・小賀野（2023） 千葉県生物多様性センター研究報告
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これまでの報告実績と本発表の目的

発足後の15年間に得られた情報の活用事例と課題を紹介する

NORNAC 12（2009年）

担当：柴田

報告内容：調査団の概要

NORNAC 17（2014年）

担当：御巫

報告内容：発足後５年間の活動実績
調査団の概要や２年半の活動実績は論文として
公開済み

NORNAC 27

４例



MaxEnt (Phillips et al., 2006)
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MaxEntによる生息適地の予測

生息適地率予測図

環境変数

分布情報

予測精度 (AUC)も排出される
0.5-1.0の値をとり、0.7以上
で精度が良い
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